(2001年 09月 30日 東三第一教会/ 柳光洙 牧師) 聖日１部

羊とヤギ

(マタイ25:31-36)

＜序論＞

∈世の中には色々な問題がたくさんあります。しかし、解かってみれば一言で霊的な問題です。問題は数万種類以上ありますが、原因はひとつです。それで一つだけよく解決すれば、みな解決するのです。 

 　幼い時からしばしば家出をする子供がいますが、その子供がおとなになれば、どのようになるでしょうか? 家での環境が良くないから出ると考えるのでしょうか? もちろん、そのようなこともあります。幼い時からずっと家出をする子供は、年をとりながら完全に家出をしてしまうのです。私は環境のためだけではないと考えます。それがまさに世の中の人々がわからない霊的な問題です。分からないので、私たちは誤って解決しようとするのです。 

∈ある人は、幼い時からしばしば嘘をつきます。それで大きくなって、盗みもします。後ほど貧しくなると強盗もします。後ほどは人も殺します。皆様は、どのように考えるのでしょうか? それは、簡単に勉強ができないからとか、家庭環境のためでしょうか? それが、まさに霊的な問題です。より驚くべき事実は、人を何人も殺した人を捕まえて裁判をするのに、はじめに自分ではないと嘘をついていて、後ほど完壁な証拠が出れば、その時になってはじめてそうであると言うのです。それで、刑務所伝道する方が、福音を伝えたら、はじめには福音を受けません。伝道しようと行った人が言うのには、その人がなん名かを殺したのに、驚くべき話をしたということです。人を殺す時、死ぬ人が苦闘するのを見て、それがうれしいと言ったということです。皆様はその人をどのように考えるのでしょうか? 人が死ぬことをみつめる瞬間がとてもうれしいので、人を度々殺すと言いました。それは単純な問題ではなく、霊的な問題です。 

∈ある人が大事故を起こしました。いろいろな人が住んでいるビルディングに火をつけたので、後ほど捕えられて、何故そのようにしたのかと言われて、自分も分からないと言いました。こういう人が、この地に１，２名ではありません。これが何かの本で解決できるのではないのです。カウンセリングで解決できるならば簡単なのですが、霊的な問題がない人であればカウンセリングが通じますが、霊的な問題がある人はカウンセリングが全然できません。カウンセリングということは、ある程度正常な人がすることであって、狂った人には必要がないのです。この地にこういう人々がぎっしりといます。 

 ∈今でも釜山駅に行けば、ホームレスがたくさんいます。空港に行けばいません。もちろんいないようにしているのですが、そこにはいません。元々ホームレスは、清潔な所は嫌います。ホームレスは駅や橋の下に集まっているのです。日本にも行けばたくさんいます。ところが、この人達に共通点があります。家を出ていることがはるかに気楽だということです。そして、回りながらもらって食べたり、拾って食べることがとても気楽だということです。‘なぜお金を儲けていつそのように食べなければならないのか? もらって食べるのがはるかに気楽なのに...’そして、家を出てふとんひとつを持って他の家の前で横になっていれば、そのように気楽だということです。冬にはどうするかと聞いたところ、服もたくさん来て、覆って生きると言いました。 

1.人間の問題は一つ - 霊的問題 :

∈その人々をどのように考えるのでしょうか? もちろん、その人々にうどんも作ってあげなければなりません。しかし、私が見る時はそれではありません。簡単に話せば、精神疾患者です。一言で霊的問題です。

　問題は数万種類に見えるけれど、ひとつで要約されるのです。また、そのような人々は、神様を信じなさいと言っても信じません。それとともに、見れば石や木を見て手をついて礼をするのです。干した魚を見ても手をついて礼をして...豚の頭を見て手をついて礼をすることは、それでも理解できるけれど、なにか異常なものを作って置いてお辞儀をして... そうしながら、大きい問題がくればグッ（降霊術）をしたり、宗教を選択したりするのです。結局、だめなことを知るようになるはずです。すると、二つの中のひとつを選択します。あきらめたり、自殺したり... ある人は、暴力的なことをしたり... 

∈これがこんにち、人々が生きていっている方法です。もちろん、今話した人々のように生きていない人もたくさんいます。ところが、そのような人々も大部分は、このようにしていないだけで、そのような可能性をみんなが持っているのです。ひとつをよく知ることができないからです。これがまさに霊的な問題です。 

 ∈それで、神様が私たちに福音を下さったのです。だめだと知っておられるために福音を下さったのです。今日私は、皆様に事実を話しますが、福音を悟った11年後に答をもらいました。私は1974年に福音を正確に受けました。その時、福音を受けたのですが、答にはなりませんでした。教会に通いながら失敗する人々をたくさん見たのです。私も全く一緒でした。私も教会に通っていたのですが、なんにもならなくて全く同じ状況でした。伝道もしました。イエスを信じれば救われるという事実を知っていたために伝道もしたのです。 

　1985年くらいになった時、東三第一教会に来る3年前に、福音を悟って11年が過ぎた時、その時になってキリストはあらゆる問題を解決された方だという答を得ました。‘キリストはあらゆる暗闇の勢力をみな破ったんだなあ!’という答を得たのです。その時になって‘私はだめだけれど、キリストは完全だな! ’‘私は日ごとに弱いけれどキリストは完壁な救いを成し遂げられたのだな！’とその時になって感じたのです。福音を受けて11年後に...その時、私は牧師でした。その時になってはじめて‘キリストはあらゆる問題の解決者なのだな! ’その時にはじめて‘キリストが創世記 3章の問題を解決したんだなあ!’私が真実にその時に悟ったのです。‘イエス・キリストが悪魔のしわざをみな滅ぼしてしまったんだなあ!’それ以前にもたくさん聞いていたのですが、私が感じることができなかったのです。それならば‘イエス・キリストはあらゆる問題の解決者に間違いないのだな!’その答を私の姿は少しも変わらないで悟り始めたのです。

　ところが、神様が働かれ始めたのです。その時からいままで、神様はあらゆる祝福を注いでくださったのですが、錯覚ではなくて、最高の祝福を受けました。肉体的にもそうで、霊的にも私より幸福な未信者を見ることができませんでした。その時になって‘キリストは本当にあらゆる問題の解決者なのだな!’その時からずっと答えがき始めたのです。他の物をみな置いておいて、私が受けた答えを見ようとするなら、未信者が何故滅びているかを見始めました。それで、未信者状態ということを説教しながら話すようになったのです。その時からずっと答えが来るのに、キリストは私たちのあらゆる問題を解決しただけでなく、どんな祝福を私たちにくださったのか?をひとつずつ、ひとつずつ知るようになったのです。マルコのタラッパンで、伝道はどのようにしたのか?を知らされました。

　率直に1985年までは祈りもできませんでした。わざわざ山に登って、断食して倒れる程、祈りができませんでした。ですから、くやしくて祈梼院に行って座っていたのです。平常時に全く祈りがだめでした。キリストがあらゆる暗闇の勢力に勝たれたのだな！と知って、祈りが少しずつ少しずつできるようになり始めました。その時から、現場の秘密が少しずつ見え始めたのです。その時から、神様の前に多くの証拠を見始めました。それで、私が「福音の手紙」という本を書いた時は、信徒を見て一度行ってみなさいと気楽に書いたのです。東三第一教会の初期でした。それで、福音の手紙という本を見れば、未信者状態や信者が受けた祝福に対する内容がすこし足りません。なぜならば、その時まで私が受けた答えは、それしかなっていなかったので... 私が答えを受けた、そのまま書いたゆえにいまはまた違います。 

　神様が、毎日毎日答えを下さいました。それで、キリストを理解するということは、並大抵のことではないということがしきりに感じられました。私が考えることには、キリストはあらゆる問題の解決者、完壁なのに、私がその部分をあまり確信しているから、今は私がその部分をちょっと節制せねばならないと考えています。私はあまりたくさん走りすぎて疲れたので、ちかごろは、私があまりたくさん走らないようにと考えるようになっています。私は、走りすぎるほど、それほど確信があったのです。

　神様が、キリストを知るようになった1985年からいままで、祝福をものすごく注いでくださったのです。答えを受けている時、1988年にここにくるようになりました。私が影島に足を入れたのが87年 10月です。それから88年オリンピックが開いたその年にここで本格的に教会を始めるようになったのです。時間が経てば経つほど答えがきました。 

２．教会には羊もいて、ヤギもいる

１）教会には混ざっている

∈それで、今日の本文にあるとおりに私が痛感するようになったことがあります。教会の中には羊もいてヤギもいるんだな、ということです。それは私が長く信仰生活をしながら信じるようになったことです。むかしに私は、教会に行けば全部天使だけがいると思っていました。 そして、教会に通えば天使のように、そのように生きねばならないと思っていたのです。ところが、信仰生活を長くしながら‘教会の中には羊もいて、ヤギもいるんだな!’と分かるようになりました。もちろん、主のしべの中にも羊もいて、ヤギもいます。最後の時、これが混ざっているのです。簡単に話せば、救われる人もここにあって、救われていない人もここにいることです。最後の時には、完全に表れるでしょうが、確かにいるという事実です。 

∈そのように知って、皆様は信仰生活に参考にしなければなりません。最後の時は、マタイの福音書 25章に見れば、油を準備した乙女がいて、しない乙女がいます。福音のために全く生きないで、土地にタラントを埋める人もいて用いる人もいるのです。 

２）ヤギとは

∈より簡単に、今日は羊もいて、ヤギもいるということです。私たちは、羊はなにかを知っています。ここにヤギの特徴を話しています。ヤギということは、簡単に話して、救われなかったということです。 

∈私は、他の人の話を一度確認してみることもあります。他の人は、何と話しているか参考にするのです。大部分の注釈家が、この部分を解釈するして、貧しい人々や、難しい人を手助けしないと祝福を受けることができないと注釈をしています。ほとんどあらゆる注釈家は、そのように解釈をしています。難しい人を手助けすれば祝福されて、手助けしなければ祝福されないとしているのです。 

∈もちろん、ある程度正しい話です。ヤギを見て、永遠な地獄へ行きなさいと言われました。右の方にいる羊を見て、創世前から備えられた祝福を受けなさいと言われました。それもイエス様が再臨してこられる最後の時にそうになるとされています。このように重要なことを、難しい人をひとり手助けした、手助けしなかったという基準を持って解釈するのでしょうか? そのようなことではありません。 

３）救われていない人に現れる特徴

∈ヤギに、救われていない人に現れる数種類の現象があります。せきをするからといって、肺病にかかったことではありません。そのように解釈してはだめです。しかし、肺病にかかったら、せきが出てくるのです。大部分はせきが出てきます。かと言って、せきをしたとしても肺病ではないのです。ここに救われていない人々の特徴、数種類が出てきます。 

 (1)福音を知らない- 救いの福音とは、全く関係もなくて、関心もありません。この人達は、地獄に行くしかありません。せつないことには、牧師達が号泣しなければならない事があるのです。今、外に行って、クリスチャンに尋ねれば、救いに対してほとんど知りません。それで救い派に巻きこまれて、ベレヤに巻きこまれて、右往左往するのです。これは全世界の牧師達が早く悟らなければなりません。皆様が現場に伝道しにいってみれば、未信者が問題ではなく、信者が問題です。私は現場に入っていって、そのように悟りました。信者に福音がないだけでなく、福音をわざわざではないけれど、知らずに防止するのです。この人達が教会に来れば、教会の権力争いをするしかなくて、教会で争いをするしかないのです。救われていない牧師が教会や総会に行けば、教会権力に生きるしかないのです。救われた牧師が教会に行けば、福音を伝えることにいのちを捧げるしかないことと全く同じことです。ヤギである兆しが出てくるのです。今日も35節に "わたしのために..." と言われたところ、羊達は‘私達が主のためにいつそのようにしたでしょうか’と言いました。 

 (2)福音には関心もありません。ヤギの２番目の特徴です。福音に対して関心もなくて、伝えることもありません。そうしたあと見れば、自然に三番目の結論が出てきます。 

 (3)人中心で動くしかありません。そうしたあと見ると、難しい人、貧しい人々に関心が行くことができません。同情心でなく、することができないのです。人の力について行くしかありません。救われなかったゆえにそうするというよりは、救いの条件でなく、救われていない人はそれしか仕方がないのです。 

∈時々、選挙になれば国会議員が挨拶をしにきます。私はその方のために祈ってあげてあいさつさせてあげます。できない理由はありません。ところが、その方は何故きたのでしょうか? 礼拝をささげようときたのではありません。恵みを受けようときたのでもありません。何故きたのでしょうか? 皆様を見て、私の顔をみつめて、自分に投票してくれということです。それしかする理由がないのです。小さい教会に行って、そのようにする理由はありません。何故ないのでしょうか? 何名も集まらないのに行って、得票できるでしょうか? 当然なのです。 

４）羊たち

∈救われていない人の当然の結果です。イエス様の水準が高い話を悟ることができないのです。「さあ、わたしの父に祝福された人たち。あなたがたは、わたしが空腹であったとき、わたしに食べる物を与え、わたしが渇いていたとき、わたしに飲ませ、わたしが旅人であったとき、わたしに宿を貸し、わたしが裸のとき、わたしに着る物を与え、わたしが病気をしたとき、わたしを見舞い、わたしが牢にいたとき、わたしをたずねてくれたからです。」と言ったところ、羊たちがそのようなことはしていないのに、私達は主に仕えただけで、いつ行って主にしたのでしょうか? とたずねたら、主が「あの小さな者にしたことが、すなわち私にしたことである」と言われました。かと言って、小さな者=イエス・キリストではないということです。ホームレスがすなわちイエスだということではありません。福音を持った人々の関心は、あのホームレスに福音を伝えねばならない!と関心が行くしかなくないでしょう。

∈むしろ、ヤギ達は、私達は主を助けてあげていないでしょうか? そのようにたずねました。しかし、あなた達がこの小さな者にしなかったことは、私にしなかったのです。そのような結果が出てくるしかありません。それで外側の暗闇に、永遠な地獄に行って苦労をしろと言われたのです。特に、地獄に行く人は地獄の研究を多くしなければなりません。何故でしょうか？行かなければならないために... 救われていない人は、本格的に地獄の研究をすべきです。救われない人々は、ヤギがどういうものか研究しなければなりません。どんな人を見て言った言葉なのか...福音を知らないのです。この説教に来て、寺に行ってそのまましてもなんの関係もありません。 

∈それならば、今、あなたがたが牧師たちや注釈家がマタイの福音書 25章を注釈したことを見てしてみましょう。貧しい人を手助けしてこそ祝福を受ける、はなはだしいことにある人は、貧しい人を手助けしてこそ救われると出てきました。それでは天理教や仏教と違わないのです。全く同じことです。ムダン（霊媒師）理論や南無妙法蓮華経と全く同じことです。だから世界の教会はこのようになるのです。そうではありません。注釈が間違っています。 

∈今日の本文はものすごいのです。主が再臨して来られる日、教会を審判される最後の現場です。羊とヤギを分けられるのですが、ヤギの特徴はどうなのでしょうか? ヤギは羊ではありません。福音がないのです。ですから羊飼いも必要ありません。福音に関心もないのです。伝えることもしません。関心は一ケ所しかありません。人の考え、人の集い、人の利益にだけ関心があります。このように結論が出たのです。たぶんヤギは、地獄に行っても分からないでしょう。私たちは何故そうなのか? イエス様は本当に悪い人だな...と良いながら行くはずです。私達が捧げたのが悪かったのかとしながら... 

∈私は、一度はどれくらい腹が痛かったか分かりません。むかしの友人に会いました。私が教会に通っているということで驚いていましたよ。それで、私が教会は通う所ではなくて、イエスを信じるようにと言いました。行く道で偶然に会ったのにいう話が、自分たちも幼い時、教会にたくさん通ったとしながら、その時、教会に良いことを多くしたと言いました。それでどんな良いことをしたのかと聞いたら、献金をたくさん持って行ったと言いましたよ。それで、そばにいた人が言ったのは、その代わりたくさん食べさせてもらったではないか? と。私が生まれて初めて、むかしの友人に会って福音を伝えないでそのまま帰ってきました。これは福音を受ける人々ではないなと。やー! ヤギと言うよりどうしようもないな! 

　ヤギの特徴は福音がないのです。福音に関心もなくて、伝えることも出来ないのです。全ての中心は人です。教会権力が悪いということではありません。教会の権力の方向へ行くしかないのです。教会の献金は絶対にしないのに、お金を1億円ずつ使って総会長に出馬します。昨年、ある教団では 2億円使ったということです。どこで起きたかは知らないけれど... 私たちの教団は、総会長をお互いにしようとしないのに...まだ私たちの教団は純粋です。教団が小さいからそのようなことではありません。今、私たちの教団が全国で七番目です。数字上でそうです。しかし、集まることを話すならば、最高にたくさん集まっています。来年には、最高の教団になるように最善を尽くそうと思います。あなたがたが覚悟して祈らなければなりません。救われていない人が牧師になれば、どのようになるでしょうか? 想像してみてください。救われた人が牧師になったとすれば、どのようになるでしょうか? 自然に福音の人は、感激があります。救われていない人が牧師になれば、マタイの福音書 25章で結果が出てきます。どこか大きい所はないか? と見回して、どこに利益があるか? どこに自分のポケットに良い人はないか? 信徒の中で自分の側は誰か? この教会はどれくらい謝礼をくれるか? 老会に行けばいつ老会長になって、総会に行けばいつ総会長になる夢を成就できるか? それしか仕方がないのです。マタイの福音書25章、あまりにも重要な話です。これをでたらめに解釈しては大変なことになります。 

３．救われた者が受ける祝福

∈私達が受ける祝福です。マタイ25:31に "人の子が、その栄光を帯びて、すべての御使いたちを伴って来るとき、人の子はその栄光の位に着きます。"34節に見ると "そうして、王は、その右にいる者たちに言います。『さあ、わたしの父に祝福された人たち。世の初めから、あなたがたのために備えられた御国を継ぎなさい。" これが天国、救いの祝福です。こういう祝福を説明したのに、かわいそうな人を手助けしないからだという、そのような話ではないのです。 

 ∈今日よく記憶しましょう。 

　(1)福音とは何でしょうか？福音はいのちです。福音を持っていることが確かならば、私達はどんどん育つようになっています。私達は、信徒をよく教えて、子供達をよく教えるべきですが、行き過ぎるようにする必要はありません。木はいのちがあれば育つようになっています。ある程度よく育てることは必要ですが、行き過ぎるようにする必要はないのです。何故でしょうか？いのちです。 

  (2)福音は何でしょうか？光です。私一名ゆえに、私達の家、産業はみな生かされるようになっています。何故でしょうか？光が照らすならば、暗やみはみな変わるようになっているからです。

  (3)福音は何でしょうか？道です。私達が行けない道を、神様が開けてくださって、神様と通じる道です。 

  (4)福音は何でしょうか? 私たちを欺かない真理です。 

  (5)結論的に福音は何でしょうか? 神様の子供になることです。それを救いというのです。 

∈私達は、今日から良く考えなければなりません。後ほどある祝福を知って、今から信仰を整えるべきです。急ぐ必要もありません。神様がある日門をあけてくだされば、その時私たちは味わえば良いのです。確かにいのちは育つようになっています。 

　またある面では、伝道をするべきなのですが、伝道をしようと悩まなくても良いのです。何故でしょうか？その人が福音を持っていれば、そばにいる私が未信者でも分かるようになります。この人が福音を持っている人なのか、教会にだけ通う人なのか、私が理解できます。この人は、教会に通う人なのに、神様の子供となった祝福を持っているか、そうでないかは、未信者の私がよく分かるのです。すると、いつか私が救われるためにこの人に接触するようになっています。その人は、簡単に説明だけしてあげればよいのです。それで、私が救われたなら、私の中にいのちがあります。私が育つようになっているのです。私の弱い部分を神様がご存知であるために、神様が力もくださるようになっています。 

　それで、皆様一名がイエスを信じたのに、皆様の行き先に全部光が照らすのです。ヨハネ福音 1章に光と言われました。いのちと言われました。救いと福音に対して、私たちはとても違うように思っているのです。今日、皆様にこういう祝福が臨むようになることをお祈りします。 

 (祈り) 

　神様に感謝申し上げます。今日、いのちの光が臨む時間になるようにしてください。創造の光が照らす時間になるようにしてください。今日この時間に神様の子供になった祝福が回復する時間になるようにしてください。私達が真にヤギのように不信仰の者にならないようにしてください。永遠な祝福を受ける羊と同じ祝福を味わうようにしてください。私達が真の福音ゆえに生きる教会になるようにお祈りします。今日、この時間にあらゆる主の民に天の祝福を与えて下さい。ヤギにだまされないように、天の知恵を私に与えて下さい。イエス・キリストのお名前でお祈りします。アーメン 

 (The end)

聖日２部: 隠されていた福音 (ローマ16:25-27) 

∈ローマ1:16に「福音は信じるすべての人にとって、救いを得させる神の力です。」とされています。私たちは環境も重要で、見ること、文化もものすごく重要です。そこにしたがって決定されるためです。 

∈私が幼い時映画を見たら、異常に映画が暴力と盗みなどを私たちの幼い時にかなりたくさん 作られていました。映画を作る人々がおもしろくさせるのに、私の幼い時はそのようなものがものすごく良かったのです。それを悟るのにものすごく時間がかかりました。だから、福音の能力を理解するということでは、ものすごく大変で時間がかかることです。ある人は、事業する人が格好良いとして、始めはものすごく苦労して... 人が何を聞くかが重要で、学生達に何を見せるかにしたがって、たくさん変わるようになります。 

∈私たちの親戚の中の一人は、本当にしっかりした人なのに、偶然に道を歩いていて女軍人が行くのを見て、格好良いと思って女性軍に入り、一生苦労しながら、それでやっと女性軍がなにかを知ったのでした。

　女性２名が道を行くのに、修道女が修道服を着て行くのが可愛いから、幼い時から修道女になってみたいという夢を見て修道女になったら、これを悟るのには、どれほど苦労するでしょうか? 

 ∈福音がどれだけ力を持っているのか?を知るには、相当に時間がかかるのですが、今日、皆様にこの祝福が必ずあふれ出ることをお祈りします。ある人は年齢が若くなくなっても、悟ることができないのです。 

　ある人は、事業をしてみたいという心になったのですが、今でもこの人は、引続き金を借りて事業をしています。人は、何に接して自分の思想にするか?がどれくらい重要か分かりません。どれくらい多くのものを左右するか... 福音の力を理解することが、最高の力になるにもかかわらず... 

∈ご存じの通り、1900年代に噂されたチンピラがいたのですが、市場や店に行ってお金を奪うので、人々が今日、市場に行ったらチンピラのキム・イクドに会わないようにしてくださいと祈る程だったのですが、このキム・イクドという人が福音を受けて、完全に変化しました。それから、福音を伝える人になったのですが、一度はキム・イクドという人が過ぎ行くのに、とてもならず者がキム・イクドに是非を論じました。キム・イクドがどれくらい本当に努力したでしょうか? 

 ∈この福音は、あらゆるならず者のげんこつをみな合わせたより力があります。福音の力はものすごいのです。 

　いままで韓国にいた戦う人の中で戦いを一番良くした人は、キム・ドファンでもなくて、イ・チョンジェでもなくて、シラソニという人です。一度も敗れたことがないらしいのです。この人がお手洗から出てきた時に、反対派に捕まって、おののようなものでどれくらいひどく叩かれたか、不具者になったのですが、この人が福音を受けたのです。こういう悪い人を変える道はないのに、この人が福音を受けて、完全に変化して、刑務所に入っていって伝道しました。だから、どれくらい多くのならず者が福音を受けたでしょうか? 私がこの人の本名を知らなかったのですが、死んだ後に見たら、姓は李氏でした。李・ソンスンと言うのでした。その人が信仰生活を良くして、福音を良くしていて、瓔珞教会の長老になって亡くなりました。それを見ながら、福音は力が強いと思いました。誰も変えることが出来ないことを、福音は人を変化させる力です。 

∈それで、有名なパウロが言ったのが「私は福音を恥とは思いません。福音は、救いを得させる神の力です。」ということです。

　私はむかしに福音が本当に恥ずかしかったのです。私のお母さんがイエスを信じたのが本当に恥ずかしかったのです。知らなかったので... 私に福音を説明する人がいなくて、キリスト教の秘密がなにか?を説明してくれる人がなくて... 私が見る時、いままで福音より強いものはありません。

　今ここにきて礼拝をささげているけれど、絶対に麻薬を切ることができず、精神がおかしな段階までなった人に福音が入っていって、麻薬を切ったのです。麻薬を切るということは、実際には不可能なことです。ところが、この人は麻薬を切りました。福音を受けて... はじめには、水をずっと飲んだのですよ。なぜならば、麻薬をしたゆえに、全身に変化がきて、水をずっと飲むのでした。ところが、この人が麻薬を切ったのです。私はこれを見ながら、福音の力は偉大だな! 人々は、福音が弱いようにさせて、青少年が福音を知らなくさせて... この福音の力を知らなくて... 

∈韓国で最高の易、シャーマニズム人が言う話が、あらゆる有名な政治家たちの占いを引き受けてする人ですが、完全に滅びの状態になりました。この人がイエス・キリストに会うようになったのです。自分は、むかしに何でもないことをわかったのだが、キリスト・イエスの福音を受けた後に、自分を45年間押さえ込んだ霊的な問題が解決したのです。それもなんにもせずにイエス・キリストを受け入れたのに、この人を45年間押さえ込んでいた悪霊が離れてしまったのです。 

　福音は、あらゆる宗教みな合わせたことより強いのです。福音は宗教ではありません。

∈今日、あなたがたがローマ16章を終えるなかで、本当に神様の契約を堅く握ってくださることを望みます。福音は救いを下さいます神様の力ですと。 

　韓国の有名な一流政治家に会ってみたのですが、私に会って率直な告白をしました。「牧師様、したこともないのに、とても疲れている」と言いました。「私は世の中がこのように異常なことを知りませんでした。政治家がこのように嘘を多くして、異常で汚いかを知らなかったのです。私は神様の子供なのに、信仰なく生きてきました。いままでどれくらい多くの苦労をしたか分からない。もうしたくないのです」と言いました。 

∈この福音は、あらゆる力、政治、王をみな合わせたことより強いのです。福音を知る者ぐらい幸福な者はいません。皆様に本当に神様の大きい祝福があるように望みます。 

∈私は、学校に通う時、勉強を良くしました。 6.25以後は、学校に通う時、周辺の環境がよくなかったのです。教会に通ったのですが、福音がなにかを知りませんでした。２つのことが植えられたのですが、度々教会に通えと言われて、勉強をしなさいと言われ、家が嫌いになったのです。そして、教会に通うのが嫌いになりました。教会に通うのが恥ずかしくて... そして、信徒の姿を見ればかわいそうだという気がしました。すると、益々不信仰側へ行くのでした。ある日、私ひとりでものすごく大変疲れて、私が何故こうなのか? と考えるようになりました。その時、私が福音を聞くようになったのです。中にあることは聞くこともできなくて、うわべで 聞いたのに、神様は私に多くの祝福を下さいました。そのようなある日、75年度に福音を正確に知るようになったのですが、イエスを信じるという事実と、神様の子供なったという事実は、世界で最も大きい祝福で、 強いことだという事実は85年度に知りました。イエスを信じて私は 11年ぶりに... 

  キリストは、あらゆる問題の解決だな!ということを 85年度に知りました。本当にせつない ことです。イエス・キリストは、私を滅亡させる暗闇の勢力をみな破ってくださったんだなあ! それを 85年度に知ったのです。本当にイエスを信じた後、11年ぶりに... 教会に通って30何年ぶりに... 本当の福音を説明をされていなかったので... 

  私を暗闇側に追い立てるなにかをイエス・キリストが破ってくださったんだなあ! それを 85年度に知りました。その時からいままで、神様は多くの祝福を下さいました。 

  それで、とても実力あるパウロが「私は福音を恥と思いません。救いを下さる神様の力です」と言いました。最初はユダヤ人に、またギリシヤ人にでした。だから、福音がなくて私が幼い時、どれだけ難しい道を行ったか分かりません。 

  今でも想い起こされることがあります。どれくらい申し訳ないか、私が何故そうであるか？という事がありました。近所に私の家があって、チョ・ウンテク牧師の家が下にありました。集まっては価値がないことをしていました。うちとその家がみな教会に通うのに、私が違う点は、教会に座っている人は格好良く見えず、外に出て回る人は格好良く見えたのです。この病気がいやされませんでした。人が不思議に変わっていくのです。仕事ができるでしょうか? 勉強もだめで、なんにもだめなになりました。福音を知らなかったから... 人が悪くなっていくのでした。 

  私がひとつ申し訳ないことは、チョ牧師の友人がきていたのに、近所のならず者が私に対し遊びにきたという理由で思い切り戸をたたいたのです。簡単に話せば、私にけんかをふっかけたのです。それで、私が夜十二時にその友人を連れて行きました。訪ねて来て、まず大門をたたき壊して入って来ました。それで、驚いてどうして来たのか？と言って見たら、知らないのかと言いながらまず瓶を壊して...お前がどれくらいげんこつが力強いか確認しにきたと言ったので、喧嘩をしたのですが、明け方 2時でした。後ほど、父、母、おばあさんまでみな出てきて祈りました。見たら明け方 4時でした。今でも考えたらすまない気持ちになります。近所中の人々が私に悪口を言ったのです。 

　そうしながら、ある日福音を受けました。人が変わってしまったのです。聖書を持って私が教会へ行くということだけでも人々が驚きました。 

  福音はどれだけすごいでしょうか？私がしようとする全てのものを、神様は私が出来ないことまでも変化させる神様です。 

∈ある重要なマフィアでしたが、組織の人が霊的にどんどん問題がくるのに精神混乱の状態まできて、私たちの教会を訪ねたのですが、顔を見るとあまりにも苦しめられて、思わしくない顔でした。私の部屋に入ろうと言うと、車で祈ってくださいと言いました。それで車で受け入れて祈ったら、この福音の力がどれだけすごいのでしょうか? この人が完全に自分の問題をいやされてしまったのです。その短い時間に、私はイエス・キリストを伝えて、その人はイエス・キリストを受け入れたのに、このように変わることができるか? いまは素晴しい人に変わりました。 

 ∈こういうものが問題なのではありません。私がある日、キリストの秘密を解かってみたら、あらゆる未信者が目に見えないで悪魔の勢力にみな捕えられているということが分かりました。それで偶像崇拝して、グッ（降霊術）をして、それで精神問題がくるんだな! 

  ある日、ならず者を集めて伝道したら、この人達は精神が弱いのです。人を殺して監獄にいた人が強いと思っているのでしょうか? この人達は心がどれくらい弱いか分かりません。この人達は、真に耐えることができないのです。学校も耐えることができなくて、家でも、軍隊に行っても耐えることができないのです。少しだけ自分を触る人も、真に耐えることができません。人を殺した人は、刑務所に行けば真っ赤な名札を付けています。真っ赤な名札をつけた人々を集めて伝道したら、ものすごく弱いのです。福音がなくて...それで、この人達が福音を受ける瞬間に解決します。それしか方法がないのです。 

∈ある日、神様が救われた者に与えられた祝福が最も素晴しい祝福だという事実を知るようになりました。 

　私たちの大学生、青年達、レムナント、学生達が、今日、神様の子供になった祝福を回復するように望みます。イエス・キリストによって勝利した神様の子供なったことを確信する日になることをイエスの御名でお祈りします。

　最も幸いなことなのです。 

  私は、今どれだけイエスを信じることが確実で、神様の子供であることが恐ろしいほどなのか? 大通霊（霊界と交わること）しても変えることができません。国会議員と変えることができないのです。私が神様の子供になった祝福は、比較ができません。

　あらゆる大韓民国のならず者をみな合わせた力と、福音とは比較ができません。福音を受ける瞬間に、はじめにはわかりませんでした。約11年過ぎて、85年度くらいになって知るようになったのです。私たちの学生達、青少年、大学生にこの福音の秘密を知る大きい祝福があるように希望します。 

 ∈ローマ16:25を少し見ましょう。 

 "私の福音とイエス・キリストの宣教によって、すなわち、世々にわたって長い間隠されていたが" 簡単に見てはだめです。この話をしたパウロが、世界の福音化のものすごく大きい重要な人物でしたが、この人が "私の福音とイエス・キリストの宣教によって、すなわち、世々にわたって長い間隠されていたが、今や現わされて、永遠の神の命令に従い、預言者たちの書によって、信仰の従順に導くためにあらゆる国の人々に知らされた奥義の啓示によって、あなたがたを堅く立たせることができる方、今や現わされて、永遠の神の命令に従い、預言者たちの書によって、信仰の従順に導くためにあらゆる国の人々に知らされた奥義の啓示によって、あなたがたを堅く立たせることができる方、今や現わされて、永遠の神の命令に従い、預言者たちの書によって、信仰の従順に導くためにあらゆる国の人々に知らされた奥義の啓示によって、あなたがたを堅く立たせることができる方、知恵に富む唯一の神に、イエス・キリストによって、御栄えがとこしえまでありますように。アーメン。"(ローマ16:25-27) 

  どれくらいパウロが福音を知った後に、この福音の力はどのようなことより強いために... 

  あまりにも、酒ゆえに苦しんだあとでイエス・キリストによっていやされるみわざが起きました。その人が、知ってみたら自分の家系に霊的な問題をずっと持っていたのでした。

∈この福音は単なる福音ではありません。神様の知恵であり、世々にわたって長い間隠されていたが、今や現れされたのは、ローマを生かして、世界を生かすために今現れたのです。もし皆様の中で難しい過去があった方達は、世界の福音化の大きいうつわとして用意された人物であることを確信するように望みます。 

  学生達の中で貧しく生きてもかまいません。皆様が世界の福音化の重要な人物になろうとするなら、体験しなければならないのです。もしか環境が良くなくてもかまいません。皆様の周囲が悪くてもかまいません。そのようなことを体験してみるべきなのです。 "あなたがたを堅く立たせることができる方、知恵に富む唯一の神に、イエス・キリストによって、御栄えがとこしえまでありますように" ということです。

∈どのように、この福音を私の祝福にすることができるでしょうか? 

  どのように、この福音を私が正しく知ることができるのでしょうか? 

  ３つのことを覚えましょう。 

 (1)私はだれか? 率直に質問しましょう。神様も知らないで、私の人生はどうなるのか? 本当に質問してみましょう。私はさまよっていた時、ある重要な人に会いました。ところが相当に無視されたのです。その時、私が何を考えたかというと、私はあの人よりましなはずであったのに、私が何故このようになったのか? でした。それも一つの契機になるのです。私をたくさん考えるようになりました。私が神様の祝福を受けることができなくて、神様の子供ではないな、私はだれか? ほとんどみな人々が嘘をついているので、それで私はだれか?を正しく植えなければなりません。もし答えを受けることができなくていらっしゃった方達は、私はだれか?を よく質問しなければならないのです。 

∈ローマ3:23に "あらゆる人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず"と言われました。 

 (2)すると、神様はだれでしょうか? 私は果してこの地に生まれて、ご飯だけ食べて寝て死ぬのか? 神様はいらっしゃるのか? 神様はだれか? 神様は会うことができないが、イエス・キリストはだれか？ 救われた者に現れる聖霊の働きは何か? と質問しなければなりません。

 (3)不信仰と呪いと私を破壊させたり、社会を破壊させる創世記 3章、サタンの事件は、誰の名前で解決できるのか? 神の子が現れたのは、悪魔のしわざを打ち壊すためです。ヨハネ16:33に勇敢でありなさい。わたしは世に勝ったのです。イエス・キリストによって、こういうことを少しだけ悟っても変化します。 

∈私はあなたがたがこの契約を捕まえて、皆様の家庭と次の世代に重要な秘密がなされることを確信します。 

　私が福音を知った後受けた祝福はおびただしいのです。他の誰もうらやましくありません。どこでも、何んでもできるのです。 "私は、私を強くしてくださる方によってどんなことでもできるのです" 

　今日、皆様が皆様の限界を完全に押し倒してしまって、福音で勝利する祝福があるようになることをお祈りします。ある日、私に目が開きまいた。いままで私たちの家系に、周囲にある霊的に水準が低い人々の垣根を越えることができないでいるという事実を知ったのです。イエス・キリストの名前で悟りさえすればよいのです。 

　ある日、私たち民族が世界の福音化をしなければならないのに、私たちの民族が世界の福音化をするうつわになることができないよ! この壁を悟る瞬間に、祈るようになります。神様は答えの門を開けてくださいました。

　この福音は、単なる福音ではありません。実力者パウロが福音を悟った後に、私が福音を恥とは思いませんと言いました。この福音は信じるあらゆる人に救いを得させる神の力にだと言いました。最初はユダヤ人、またギリシヤ人に。 

  どのようにすれば、この素晴しい福音を青年達に知らせることができるのでしょうか? これが私の希望です。どのようにすれば、最もすばらしい祝福の福音を私たち次の世代に説明できるでしょうか? 

  今、米国では 騷ぎが起こっています。祈ると... そのようなことです。 

∈今日、あなたがたが福音の力を悟る神様の大きい祝福があるようになることをイエス様の御名でお祈りします。どんなに弱い者でも、福音のなかでは神様の子供になるだけでなく、新しい力を受けるとあります。

  世のはじめから備えられた祝福が、今日皆様にそのままあふれ出るようになることを主イエスの御名でお祈りします。

 (祈り) 

神様、今日ローマ16章の働き手、祝福と福音を受けた神様の人々の話を終えるなかで、今日、私達に福音が必要で、この地に福音が必要です。多くの人々が嘘で幸福があるかのように生きていますが、幸福がありません。多くの人々が楽しみを探して、楽しみがあるかのように生きているけれど、結局は霊的に問題に会っています。最高の祝福を知るようにさせてください。今日、あらゆる聖徒が福音の力を悟る時間になるようにしてください。

  生きておられる主イエス・キリストのお名前でお祈りします。アーメン。 

 (The end) 

聖日３部: ルステラの奇跡 (使徒14:8-18) 

∈賛美をする人々には、次の世代が見て、あんな祝福があるんだな!という祝福を味わうことを 祈ります。 

  今日の題目は、ルステラの奇跡です。私が一番に信じないことが奇跡でした。どこかで病気になりました。それは、普段の時、健康に気を付けなければ、どこか回っていておかしくなるのか?と考えました。またどこかに行って祈って 病気が良くなったと証しをしたのに、また死にました。ですから祈りをしないでそうだと言ったのですが、私の頭は論理的です。それで何かの奇跡がおきたとすれば、それほど関心を持ちません。またある方がこういう薬を飲めばみなよくなると言う、そのような話しも信じません。そのような体質ではありません。からだが 色々な飲食が入っていってまんべんなくすれば健康になって... 一度は釜山駅で集会が開かれたのですが、セルーロという牧師がきて、患者をいやすということでした。礼拝して賛美して、説教して、病んでいる人は立ちなさいと言って、病んでいる所に手を付けろと言って、イエスの名前で良くなりなさい!としてよくなった人は、手をあげてみなさいと言ったら、みな手を上げました。すると家に帰りなさい、とそのようにしました。私は性分上、そのようなことが嫌いです。学生達がどこかで勉強するのに秘法があるとしても、そのようなことが嫌いです。ある方が、私に訪ねてきて、英語を1週間でマスターする道があると言いましたよ。それが簡単にできるのか? 言ったら、できると言いましたよ。私に講義をしてみてくださいと言ったところ、純然に基礎でしたよ。中学校 1-2学年のことを話すのですが、英語ということはそれでしょうか？どのように 1週間でするのでしょうか? もちろん、神様には出来るけれど... 私はそのようなことを信じない性分です。そうしたあと見たら、私が正しかったことも多いのですが、ちょっと信仰がない人生を生きてくるようになりました。そうしながら、ある日私が神様を知って信じるようになりました。あ! 奇跡はあるんだな! 私たちはすることができないけれど、神様はなさることがあるのです。それが私の頭の中で信じられ始めたのです。私が救われたこと自体が奇跡です。永遠に死ぬほかない私が、どのようにして福音を知るようになったのか? これは奇跡中の奇跡ではないでしょうか? 神様の永遠な確実な福音を私が知ったのです。これは 奇跡です。その時から、神様の能力が信じられるようになりました。それとともに歴史の勉強をずーっとしてみたら、誰かが確かにおられました。どんなに私に信仰がなくても、誰かが歴史を動かしている誰かがいらっしゃるよ。教会史をずーっと勉強してみたら、神様は生きておられるな、神様が生きておられなければ、このようなことが起きることはない。こういうことが教会史で見え始めました。それとともに私が人を見る時、行ったり来たりするのを見ながら あ! 神様は人のいのちを治めておられるよ!ということを知るようになりました。 

　それとともに、神様はなさることができるではないか? 

  前回に比喩を言ったように、蟻がご飯一粒を持っていくのに、数十匹が引っ張っていきます。もしご飯を私がつまんで蟻の巣の入口に持って行けば、蟻がどのように考えるでしょうか? 蟻は奇跡がおきたと思うでしょう。万一私が御飯の釜を持っていて、蟻の家の入口に置いたら、蟻も記者があるならば特報を書くはずです。奇跡がおきたと...しかし、私が見る時は、ご飯一杯注ぐのは特に難しい事ではないのです。

∈創造主なる神様が、もし私たちに働かれるならば、可能なことではないでしょうか? 私が神様を知って、考えが少しずつ少しずつ変わりました。そのようなある日、私に重要なことが行われたのですが、私がキリストを知るようになったのです。神様だけを知っていても、救われません。私がある日、キリストを知るようになったのです。キリストを通じて私が救われるようになったのだな! キリストによって私の災いとあらゆる呪いの問題が解決したのだな! その時から、神様の奇跡を体験するようになったのです。イエス・キリストの名前で祈れば神様が私たちに全く同じ恵みと力を与えて下さるんだな! それで、最近は私が結論を出して、神様はなさることができる! それならば、神様を信じる私たちもすることができる!という結論が出たのです。それで、患者がいればイエス・キリストのお名前で祈って、イエス・キリストの名前で祈りなさいと言って... 霊的に問題がある人は、イエス・キリストのお名前で祈る瞬間に終わるのです。ムダン（霊媒師）で病気の人は、イエスを受け入れる瞬間に救われるだけでなく、肉体の病気もすぐ離れてしまいます。そのようなことをたくさん見ました。ヨセフが死にそうな中にいたのに総理になったということは、神様の奇跡です。実際に私達が難しい環境に会っても、神様は大きい力で導かれることができます。神様の力を信じます。 

  その時からは聖書を見ると違うように見えました。 

∈モーセが生まれることから始まって、神様が紅海を分けられました。ヨルダンを渡った事がいまは信じられます。何故でしょうか？神様がイスラエル民族をカナンの地に導く間に、紅海がさえぎって、ヨルダンがさえぎったのです。神様は創造の力でそれを押し倒されたのです。今でも可能な話です。このように信じられるのです。キリストを知りはじめて... 

∈シャデラク, メシャク, アベデネゴが火の中に入っていったのですが、神様は 4次元, 5次元、私達がわからない世界でそれを防止してくださいました。私はそれが信じられます。それとともに、私の頭が悟ったのは、いまは科学が発達していないので、発見ができないだけです。これから科学がより一層発達するならば、どうして神様がシャデラク, メシャク, アベデネゴを火の中で保護なさったのか発見できるはずです。 

∈むかしに世宗大王の時代に飛行機が飛ぶと言っても理解できるでしょうか? しかし、今、私たちはみな理解しています。むかし大院君の前に行って携帯電話のことを話せば信じるでしょうか? しかし、いまはみな信じます。科学が少し発達したからです。私達が見る世界は、とても狭いのです。私たちは箸を水に入れても曲がって見えます。それほど私たちの目は限界があるのです。神様はいくつかの次元の世界を動かされるから、可能なのです。 

  ダニエルが獅子の穴に入っていった時、神様は主の天使を送って獅子の口をふさがれたとされています。可能な話です。私はそれが信じられ始めました。信仰の人に変わり始めながら、信仰が整理され始めたのです。 

∈今日見ると、生まれつき足のきかない者が、千にひとつ、万にひとつ会うのが難しい福音を持った者に会うようになったのです。これからして奇跡です。これから神様の働きです。私は皆様を尊く考えます。何故でしょうか？福音の中で会ったためです。私が昨日ある方に会ったのですが、私がすることはひとつしかありません。私がずっと祈らなければ調子がみな崩れるのです。神様が私にずっと祈る祝福を下さいました。皆様は誤解しないでください。 

  神様が尊くご覧になる人に神様は会うようになさらないでしょうか? 私の悟りが違わないと思っています。私がその方を見て引続き祈ると言いました。神様が尊くご覧になったので、私たちに会うようにされたのです。それならば、神様の計画は確かになされるのです。 

  今日見ると、生まれてからなんの使い道もない人、生まれつき足を使うことができない人、この人が誰に会ったのでしょうか? 伝道者パウロに会いました。これが幸いであり、奇跡です。私達が人生を行く道に私と皆様が会いました。福音を伝える伝道者に会ったのです。これがどれくらい感謝なことでしょうか? 福音を伝えようと苦闘する主のしもべに会ったことは、あまりに貴重なのです。それならば、未来は簡単ではありません。

∈今日、パウロがメッセージを伝えるのに、この足のきかない者を注目して見て、救われるだけの信仰が見えたとされています。これが重要です。 

  今日、皆様が神様のみことばを本当によくわかる瞬間、神様の働きは永遠です。私が 2部礼拝の時、説教したように、イエスを信じてから11年ぶりにキリストに対する答を出しました。その時からいままで受けた祝福はおびただしいのです。私が 85年度に答を出したのです。牧師となって... キリストは、あらゆる問題の解決者であることは間違いないんだな! イエス・キリストの名前で祈れば不可能はないな! イエス・キリストの名前の前には全てのものが答だな! これを感じるようになったのです。その時からいままで、どれくらい多くの答えを受けたのか分かりません。 

　パウロがする話をこの足のきかない者が詳細に聞いたのです。 

∈使徒14:9節に "この人がパウロの話すことに耳を傾けていた。パウロは彼に目を留め、いやされる信仰があるのを見て、" 

　私達が神様のみことばを詳細に聞く中に、相当なことがおきます。

  10節に "大声で、「自分の足で、まっすぐに立ちなさい。」と言った。すると彼は飛び上がって、歩き出した。" イエス・キリストの名前を持った信者の特権です。皆様の周囲にあるあらゆる不信仰が、イエス・キリストの名前で崩れるようになることを本当にお祈りします。 

∈全国の信徒が関心が多いのが、父、御子、御霊の名前で祝祷をするのですが、イエス・キリストの恵みと神様の愛と聖霊の交わりが、これらすべての人々にあるように!と話す人もあって、これらすべての人々にあるようにお祈りします! この二つの中でどちらが正しいのか?という ことです。Ⅱコリント13:13に見れば "...ありますように"と言いました。ところが難しく考える必要はありません。ありますようにというのは、むかしの言葉です。簡単なことです。この神様のみことばがそのままあなたにありなさいということです。それで年齢がどんなに幼い 人が、どんなに年齢が高い人を見て祝祷をしても、そのままするのです。それは自分の権威でするのではなく、神様の権威ですることです。この神様の祝福が皆様 そのままあることを願いますということです。 

  皆様が子供に話す時、祝福があるようにと話すでしょう! そのような意味です。お祈りします! このようにすれば祈りになってしまいます。他の意味になります。

　皆様、神様の民には、実際には言葉の相当な特権を下さいました。主のしもべに祝福できる相当な特権を下さいました。それで、皆様が信仰がある人といえば、霊的な信仰の人は、教会で話をむやみにしません。皆様は、主イエスの名前で話すことがどれくらい重要でしょうか? そのまま成就します。 

∈パウロは、自分の力ではありません。今日の10節に見れば "大声で、「自分の足で、まっすぐに立ちなさい。」と言った。すると彼は飛び上がって、歩き出した。"と言って、使徒 3章にも見れば "私にあるものをあなたにあげよう。ナザレのイエス・キリストの名前で歩きなさい。"と言いました。使徒13章に見れば、福音を防止する魔術師エルマに神様の呪いがお前の上にあるようにと言ったら、そのまま臨んだのであって、使徒16章に見ればナザレのイエスの名前で命じる。出て行け! と言ったところ直ちに出て行くようになったのです。相当なのです。

　あなたがたに今日、神様が与えられる重要な祝福が回復するように望みます。 

  足のきかない者が起きたから大騷ぎが起こったのです。より重要な奇跡は、そこにいた人々が神が降りてきたと言って、バルナバを見てゼウス、パウロを見てヘルメスといいながらいけにえをささげて大騷ぎが起こったのです。この時、パウロが服を裂いて悔い改めたのです。神様に栄光を帰すことを願ったのです。 

  15-18節に "言った。「皆さん。どうしてこんなことをするのですか。私たちも皆さんと同じ人間です。そして、あなたがたがこのようなむなしいことを捨てて、天と地と海とその中にあるすべてのものをお造りになった生ける神に立ち返るように、福音を宣べ伝えている者たちです。過ぎ去った時代には、神はあらゆる国の人々がそれぞれ自分の道を歩むことを許しておられました。とはいえ、ご自身のことをあかししないでおられたのではありません。すなわち、恵みをもって、天から雨を降らせ、実りの季節を与え、食物と喜びとで、あなたがたの心を満たしてくださったのです。」こう言って、ようやくのことで、群衆が彼らにいけにえをささげるのをやめさせた。" 当然の話です。ところが私が見る時、大部分の人がみわざが起きれば人が追いすがり、すると大部分が高慢になってしまいます。そうであっては深刻な打撃を受けるのです。このパウロ、バルナバを見る時、この人は伝道者の姿勢です。 

  どんなに私たちの教会にみわざが起きて、皆様個人にみわざが起きても、今、伝道者が持っている信仰そのまま持っていなければなりません。今日、皆様が神様のみことばを見ながら、この奇跡がおきたとのことは良い面もあって、良くない面もあります。未信者はこれを見ればすぐにやってきます。良い伝道の門にもなりますが、多くの錯覚を成し遂げることもあるのです。

 ∈今日、すると神様のみことばを見ながら、今、私に神様の奇跡は可能でしょうか? 私達が今、経済、伝道、宣教の奇跡という題目を置いて東三第一教会、瑞草地域教会、蔚山路教会が共に動いています。今、私たちに可能でしょうか? 可能です。皆様が五つを悟れば可能です。

(1)神様が今私に奇跡を成される理由があるでしょうか? 可能です。神様が瑞草地域教会に伝道と宣教と経済の奇跡を成し遂げる理由があるでしょうか? それが重要です。神様は私をはじめとして、タラッパンと伝道総会に、神様は本当に力で働きなさる理由があるでしょうか? それを捜し出さなければなりません。私はあると確信します。伝道の門が閉められているこの時に、福音の A,B,Cも 知らずにいる韓国教会に話さなければなりません。私たちはそれゆえにいままできたのです。理由があります。 

 ∈一度、米国に伝道に行こうとしたのに、パク・セカン伝道師が死にそうだいうことでした。肝臓がすべてどうかなって、医者がだめだと言ったと... その時、静かに聞いてみたらそのようなことがあるのか? その時、私がこう話しました。「神様が私たちを通じて伝道なさる理由がなければ、私たちは行けば良い。敢えてご飯を消化しようとこの地に生きる理由はない。」私と皆様が福音を伝える理由がなければ、敢えてあくせく歯を磨いて行って、生きる必要はありません。朴牧師が福音を伝える理由があれば生かされるので、なければ行くのが、はるかに良いではないでしょうか? と言ったところ 国へ行ったら、朴牧師が現れて米国へ行くようにしたということです。息子が病院にいるので... といったところ、朴牧師が言うのは、伝道する理由あれば生きることで、伝道する理由がなければ行くので... そうです。私たちがイスラエル民族が行く道で契約を成し遂げるべきなのに、紅海がふさがったとするなら分かれなければならないのです。どんなことがあっても、これは人では解釈出来ないことです。創造主なる神様が契約を成し遂げられて行くのにエリコがふさがったとするならば、神様はエリコを押し倒されるのです。 

  私たちは、無条件に奇跡を眺めるものではありません。それはおかしな信仰です。 

(2)果して聖書的か? 契約に合うのか? これが重要です。私たちは、今からこの祈りをして挑戦しなければなりません。本当に契約を成就させるのに間違いないのか?     

 ∈福音が途絶えた時代は、福音を伝えることが契約です。 

　福音は受けたのに、人々が霊的に力がないならば、霊的な答を与えることが重要な契約の中の一つです。福音を受けて人々はみな息をふきかえしたのに、教会はあまりに大きくなって、霊的に揺れるならば、そこに答を与えることが契約です。福音がなくて全世界が死んでいくのに、そこに福音をいったとするならそれが契約です。初代教会は契約の教会であるゆえに、崩れることはありません。それで果して聖書的で、契約に合うのか? それが重要です。今、私達が祈りの中にあります。東三第一教会、瑞草地域教会、教会の名前を共に書いています。祈りの答えを受ける人は、契約によって動くのです。契約はキリストですが、契約の中で解釈できるのです。 

 ∈今、パウロが歩いていく道は、単なる道ではなく、契約を成し遂げる道です。他の人が何だと話すかもしれなくても、タラッパン教会と瑞草地域教会が、今、契約を成し遂げるのです。誰が何と言っても... 

(3)神様の奇跡か？ 時刻表が合うか?です。時刻表があります。神様の時刻表を見るべきです。"主なるわたしが、時になればすみやかに行う" バビロンが崩れてしまいました。奇跡がおきました。それは人がすることが出来ないことです。 "五旬節の日がなって" 時がきたのです。したがって、私たちは時刻表をよく見なければなりません。神様の重要な時刻表! 

∈私が見る時は、私たちの教会に多くの働き手がいますが、私達の美しい神殿も、神様がくれる時がないか? それならば、神様に大きい栄光を帰す賛美もささげることができないか? その、の時刻表があると思っています。私達がいつも祈っていれば難しくありません。神様の時刻表と合うならば、その時挑戦するのです。 

(4)果して私がこの答え、この祝福を味わう使命者であることが間違いないか? このようになれば、みな解決します。今、神様が皆様を呼んで祝福をなさるはずなのに、本当の使命者に間違いないのでしょうか? もし私が瑞草地域教会のために、瑞草地域教会を通じてソウルに踏み台を立てて成功すべきと思うならば、それではありません。神様が私に働かれる理由ではないのです。祝福は神様が与えられ、いのちは神様が治められます。皆様がよくご覧になるよう願います。 

∈皆様にこういう力があるでしょうか? あります。神様が今、働きなさる理由があるでしょうか? 神様が働かれるのに、その契約が行く道であることに間違いないのか? 神様がなさることができるのに、本当に今、何の時刻表か? 重要です。もっと重要なことは私が間違いないのか? どんなに私が足りなくても福音を伝える人に間違いないならば、神様が働かれるはずです。 

(5)最後です。イエス・キリストはあらゆる問題の解決者! 本当の答だというその日から働きが起きます。神様がキリストを送って創世記 3章を解決したということは、殆どなったのです。これ以上足りないことはありません。皆様に困難があっても、そのままいれば良いのです。何故でしょうか？キリストは足りないことがありません。皆様が行く道にいろいろな紛らわしい事があってもかまいません。何故でしょうか？キリストはあらゆる問題の解決者です。イエス・キリストの名前でだめな事はないでしょう。この祝福を皆様が受けるようになることをお祈りします。 

∈神様の力で今でも可能でしょうか? 可能です。私は数種類を体験しました。一番はじめに神様が伝道をどのようにすべきか? 未信者はどのようになるはずか? 信者はどんな祝福を受けたのか? 神様が答えをすべてくださいました。 

　神様のみことばを通じて...私がどこかに行って本をたくさん見て研究したのではありません。現場に行って聖書を見て体験したのです。皆様が今から登山を何年間継続して行けば、皆様自ら何かが生まれます。そのように、ひとつずつひとつずつ生まれるのです。伝道現場にずっと行けば、神様のみことばしか答がないのに、人に普通の問題がくれば世の中の法律が必要ですが、本当に問題来れば、世の中の法律は必要ありません。精神が狂ってしまえば、カウンセリングが必要ないのです。それはあまり狂っていない人に必要とするので、完全に戻った人には必要ないことです。本当に霊的問題がある人は、カウンセリングが必要なのではなく、聖書のみことばが必要なのです。それで私が聖書のみことばを開いて話してあげたら、みわざが起きたのです。はじめにみわざが起きた時は、偶然の一致だと思っていたのですが、分かってみれば、ひとつずつひとつずつ悟るようになりました。 

　どれくらい驚くべき祝福でしょうか? これより大きい奇跡はどこにあるでしょうか? 神様の みことばは生きていて働くのに...それで、本格的に走ったのです。世の中の法則通りにすれば、私はすでに死んでいなければなりません。ところが神様はあれこれで健康を守ってくださいました。やー! これは奇跡です。神様が今でも奇跡を成し遂げられるな! より恐ろしいことには、私達が伝えた福音が、あの北朝鮮にまで入っていって、地下で大騷ぎが起こったのです。信仰が良い人々が祈るのに、福音手紙を開いて... ある方が言うのには、私に言ってくれたのには、北朝鮮を笑ってはだめだと、本当に信仰が良い人々がいるということです。北脱出者として来ることは、すこし問題があるとみればいいとその友人が話しましたよ。共産主義思想は、本当に福音でなければ押し倒すことはできません。今見て下さい。どんなに信仰が良い人も、嶺南、湖南が崩れません。タラッパンで、ただイエスだけゆえにみな崩れてしまいました。タラッパンには、嶺南、湖南そのようなことはありません。だから、あの北朝鮮思想、おかしな思想をどのように押し倒すのでしょうか? 福音でなくては不可能です。ただ福音でだけ可能です。これが奇跡です。皆様にこれから起きる祝福も同じです。こういう次元で神様は皆様に答えてくださるはずです。

∈祈りの課題を差し上げます。今日、合宿訓練を受ける方達が参加しています。今日、単なる合宿を受けるのではなく、なにかを体験しようとすることもせず、メッセージそのまま受けながら祈ってください。数種類を記憶してください。質問もしないで。質問はみな終った後にしてください。可能ならば携帯電話も消してください。その次に皆様が重要な人ならば、試みが生じるはずです。その時、皆様が考えを良くしなければなりません。私が恵み受けなければ、その時倒れてはだめです。特に、皆様に終生受けねばならない基礎が合宿で出てくるはずです。それをよく整理して祈れば祝福がくるはずです。肉体の病気もいやされる働きも起きるようになるはずです。 

　みことば受ける時、皆様も知らずに霊的問題が解決するはずです。より重要なことは、皆様も知らない問題が解決します。ある日、皆様が変わっているという事実を知るようになるはずです。一週間、米国のアメリカン大学で1週間講義するのですが、今週は伝道難題と伝道神学です。祈りをたくさんしてくださるように願います。 

　今晩に肉体と霊的な部分に問題ある方達、家庭に問題がある方達、自分に信仰がだめな方達、あらゆる祝福を味わわなければならないのにそれがだめな方達、それが小さな問題ではありません。こういうあらゆる霊肉の問題が、今日イエス・キリストの名前で完全に解決されてなくなる働き起きることをイエス・キリストの名前でお祈りします。 

 (祈り) 

 神様に感謝申し上げます。ルステラで奇跡がおきたのですが、私達にキリストの証拠があることをお祈りします。また人々がそれを見て、大それた事が起きたのですが、私たちに大それた信仰が生まれない、正確な信仰をあたえてください。正しく私たちに神様が働かれる理由を発見するようにさせてくださり、契約がなされるのを見るようにさせてくださり、時刻表がなされるを見るようにさせてくださり、私がだれかを知るようにさせてくださって、イエス・キリストの名前が何かを知る奇跡のみわざが今日から始まるようにさせてください。

  一人ももれなく答えの門が開くことを知るようにさせてくださって、私達自身が変わっていることを知るようにさせてくださり、私たちの家系が変わっていることを知らせてくださり、 私の霊的状態が変わっていることを知るようにさせてください。

   主イエス・キリストのお名前でお祈りします。アーメン
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